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「
新
仏
教
」
の
ゆ
く
え

─
中
西
牛
郎
を
焦
点
と
し
て

星　

野　

靖　

二

中
西
牛
郎
は
熊
本
の
生
ん
だ
異
色
で
あ
る
。
儒
教
を
学
ん
で
儒
学
者
と
な
ら
ず
、
基
督
教
を
学
ん
で
基
督
教
徒
に
も
な
ら
ず
、
当
時
全
盛

の
自
由
民
権
に
対
し
て
は
国
家
主
義
を
と
り
、
流
行
の
基
督
教
に
対
し
て
は
仏
教
徒
側
に
立
ち
、
し
か
も
仏
教
内
に
む
か
っ
て
は
仏
教
の

腐
敗
堕
落
を
攻
撃
し
た
。
の
ち
天
理
教
の
教
典
を
書
い
て
い
る
。（
荒
木
精
之
『
熊
本
県
人
物
誌
』
日
本
談
義
社
、
一
九
五
九
年
）

一
．
は
じ
め
に

　

一
八
九
〇
年
前
後
、「
新
仏
教
」
と
い
う
言
葉
が
当
時
の
仏
教
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。

　

そ
の
重
要
な
淵
源
の
一
つ
と
し
て
中
西
牛
郎
（
う
し
ろ
う1
）
の
仏
教
改
良
論
、
と
り
わ
け
『
宗
教
革
命
論
』（
一
八
八
九
年
）
に
お
け
る
議
論

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
西
に
つ
い
て
の
研
究
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
近
年
の
近
代
仏
教
研
究
の
進
展
と
相
俟
っ
て
、
中
西
の

論
じ
た
「
新
仏
教
」
が
、
新
し
い
仏
教
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
同
時
代
の
動
き
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る2
。

最
近
の
研
究
で
は
「
中
西
の
『
宗
教
革
命
論
』
が
、
青
年
仏
教
徒
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
有
力
な
仏
教
改
革
運
動
の
思
想
的
導
火
線
と
な

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る3
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
西
牛
郎
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
多
分
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
宗
教
革
命
論
』
に
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至
る
ま
で
の
流
れ
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
中
西
の
「
新
仏
教
」
の
議
論
を
検
討
し
、
更
に
同
時
代
的
に
見
て
そ
の
議
論
が
ど
の
よ
う
な
意

義
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　

な
お
、
本
論
に
入
る
前
に
、
中
西
に
対
す
る
同
時
代
の
評
価
を
一
つ
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
前
半
の
『
反
省
会

雑
誌
』
に
、
古
河
老
川
は
「「
二
十
四
年
以
後
の
二
大
教
徒
」
と
題
し
た
仏
教
界
（
と
キ
リ
ス
ト
教
界
）
に
つ
い
て
の
回
顧
と
展
望
を
述
べ
る
論

説
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
今
後
の
仏
教
界
が
向
か
う
べ
き
方
向
を
論
じ
る
箇
所
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

借
問
す
、
純
正
の
仏
教
何
く
に
か
あ
る
、
今
日
の
仏
教
は
儀
式
、
迷
信
、
歴
史
、
格
班
の
森
林
中
唯
一
点
の
微
灯
の
み
、
我
々
は
先
づ
之

を
改
良
し
て
清
鮮
な
る
新
仏
教
と
為
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
、
之
を
為
す
は
要
す
る
に
復
古
す
る
に
外
な
ら
ず
、
此
改
良
此
復
古
に
は
一
の
標

準
を
要
す
、
我
々
此
に
至
り
て
中
西
﹇
牛
郎
﹈
氏
の
宗
教
革
命
論
を
回
顧
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
中
西
氏
嘗
て
旧
仏
教
新
仏
教
を
比
較
し
て

曰
く
、（

一
）
旧
仏
教
は
保
守
的
、
新
仏
教
は
進
歩
的

（
二
）
旧
仏
教
は
貴
族
的
、
新
仏
教
は
平
民
的

（
三
）
旧
仏
教
は
物
質
的
、
新
仏
教
は
精
神
的

（
四
）
旧
仏
教
は
学
問
的
、
新
仏
教
は
信
仰
的

（
五
）
旧
仏
教
は
独
個
的
、
新
仏
教
は
社
会
的

（
六
）
旧
仏
教
は
教
理
的
、
新
仏
教
は
歴
史
的

（
七
）
旧
仏
教
は
妄
想
的
、
新
仏
教
は
道
理
的

氏
の
此
比
較
に
は
我
々
全
然
賛
同
す
る
者
な
り
、
其
一
々
の
解
は
凡
て
革
命
論
に
譲
り
、
我
々
は
取
敢
へ
ず
之
を
標
準
と
な
し
、
即
ち
進

歩
的
、
平
民
的
、
精
神
的
、
信
仰
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
に
、
我
二
十
四
年
已
後
の
仏
陀
教
を
活
用
し
、
運
転
し
、
上
千
年
の
弊
事
を
正
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し
、
下
万
代
の
大
本
を
定
め
、
之
を
日
本
一
国
裡
に
確
う
し
、
更
に
五
大
州
中
に
飛
翔
せ
し
め
ん
と
欲
す
、
若
し
果
し
て
此
の
如
き
を
得

ば
、
是
れ
我
数
万
年
の
大
系
定
ま
れ
る
な
り
、
初
め
て
以
て
賀
す
る
に
足
る
（
古
河
老
川
「
二
十
四
年
以
後
の
二
大
教
徒
」
一
八
九
一
年4
）

『
宗
教
革
命
論
』
の
刊
行
か
ら
二
年
後
に
、
古
河
は
中
西
の
論
じ
た
「
新
仏
教
」
の
七
つ
の
要
件
を
挙
げ
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
と
し
た
上

で
、「
取
敢
へ
ず
之
を
標
準
」
と
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
古
河
は
そ
の
後
、
中
西
の
議
論
の
影
響
下
か
ら
逃
れ
て
思
索
を
展
開
し
、
や
が

て
「
懐
疑
時
代
に
入
れ
り
」
を
書
く
こ
と
に
な
る
が5
、
本
稿
と
の
関
わ
り
で
は
、
一
八
九
一
年
時
点
で
中
西
の
議
論
に
一
定
以
上
の
影
響
力

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
更
に
、
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
古
河
の
よ
う
な
反
省
会
周
辺
の
仏
教
青
年
た
ち
─

中
西
自
身
反
省
会
の
会
員
で
あ
っ
た
─
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く6
、
例
え
ば
島
地
黙
雷
の
よ
う
に
教
団
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
よ
う

な
仏
教
者
に
も
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る7
。

二
．
中
西
牛
郎
と
は
誰
か
─
略
歴8

 

二
．一
　
出
生
〜
熊
本
時
代
─
神
水
義
塾
と
紫
溟
会
（
一
八
五
九
〜
一
八
八
八
年
頃
）

　

ま
ず
中
西
の
履
歴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
論
旨
に
鑑
み
て
、
明
治
中
期
以
降
は
簡
単
に
ふ
れ
る
に
留
め
る
。

　

中
西
牛
郎
は
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
一
月
一
八
日
、
肥
後
国
に
て
漢
学
者
中
西
惟
寛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
国
漢
学
に
加
え
、
東

京
や
長
崎
で
英
学
を
学
び
、
一
八
八
一
年
に
私
塾
で
あ
る
神
水
義
塾
を
設
立
し
て
父
親
と
共
に
教
鞭
を
執
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
佐
々
友
房
や

津
田
静
一
ら
紫
溟
会9
関
係
者
と
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
八
八
二
年
に
紫
溟
会
が
済
々
黌
を
設
立
し
た
際
に
、
同
黌
の
教
師
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
紫
溟
会
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
『
紫
溟
雑
誌
』
や
『
紫
溟
新
報
』
に
お
い
て
主
筆
を
務
め
、
同
会
の
出
し
た
学
術
誌
で

あ
る
『
文
学
世
界
』
に
も
寄
稿
し
て
い
た
。
こ
の
紫
溟
会
人
脈
は
、
中
西
の
生
涯
を
通
し
て
維
持
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

仏
教
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
熊
本
で
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
る
八
淵
蟠
龍
と
知
遇
を
得
て
お
り
、
八
淵
の
依
頼
に
よ
っ
て
神
水
義
塾
に
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寺
院
子
弟
を
受
け
入
れ
、
八
淵
が
仏
教
を
、
中
西
が
英
語
、
仏
語
な
ど
を
教
え
た
と
い
う11
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
一
八
八
四
年
に
一
年
ほ
ど
同
志
社
に
お
い
て
英
学
と
キ
リ
ス
ト
教11
を
学
ん
で
い
る
。
唐
突
な
よ
う
で
は
あ
る

が
、
中
西
自
身
は
こ
の
同
志
社
行
き
の
背
景
に
い
わ
ゆ
る
熊
本
バ
ン
ド
の
下
村
孝
太
郎
、
徳
富
蘇
峰
の
周
旋
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る12
。
こ

の
時
期
の
同
志
社
の
学
生
名
簿
に
中
西
の
名
前
は
な
い
が
、
同
時
期
の
同
志
社
の
学
生
の
回
顧
に
名
前
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
寮
に
入
っ

て
共
に
学
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る13
。

 

二
．二
　
仏
教
界
・
西
本
願
寺
教
団
と
の
関
わ
り
（
一
八
八
九
〜
一
八
九
二
年
）

　

中
西
は
、
熊
本
で
知
遇
を
得
た
藤
岡
法
真
の
紹
介
で
、
一
八
八
七
年
頃
に
は
赤
松
連
城
と
面
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
既
に
書
き

終
え
て
い
た
『
宗
教
革
命
論
』
の
草
稿
を
赤
松
が
高
く
評
価
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
西
本
願
寺
の
門
主
大
谷
光
尊
に
引
き
合
わ
さ
れ
た
と
回
顧

し
て
い
る14
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
の
確
認
を
含
め
て
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
西

本
願
寺
教
団
の
資
金
援
助
を
受
け
て
、
一
八
八
九
年
六
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
米
国
に
渡
り
、
西
海
岸
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と15
、
そ

し
て
帰
国
し
た
一
八
九
〇
年
の
一
〇
月
に
、
京
都
の
本
願
寺
大
学
林
文
学
寮
に
教
頭
兼
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
京
都
に
移
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
な
お
、『
宗
教
革
命
論
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
著
作
を
こ
の
時
期
に
出
し
て
い
る
。

 

二
．三
　
西
本
願
寺
教
団
か
ら
の
追
放
（
一
八
九
二
年
）

　

文
学
寮
の
前
身
で
あ
る
普
通
教
校
は
、
一
八
八
五
年
に
開
校
し
て
以
来
、
俗
人
教
育
・
普
通
教
育
を
重
視
し
て
僧
俗
含
め
多
く
の
学
生
を

引
き
つ
け
た
が
、
そ
の
改
革
路
線
に
対
し
て
教
団
内
か
ら
批
判
も
あ
り
、
一
八
八
八
年
に
は
大
学
林
の
下
に
包
括
さ
れ
る
形
で
文
学
寮
に
改

称
統
合
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
主
の
明
如
に
は
、
在
家
者
を
も
受
け
入
れ
て
普
通
教
育
を
行
い
、
改
革
路
線
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

い
う
意
図
が
あ
り
、
中
西
の
招
聘
は
そ
の
路
線
の
一
環
で
あ
っ
た
。
組
織
と
し
て
も
、
文
学
寮
は
中
西
在
任
中
の
一
八
九
一
年
七
月
に
大
学
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林
か
ら
再
び
分
離
し
て
い
る
。

　

こ
の
改
革
路
線
に
対
し
て
、
教
団
内
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
る
。
一
八
九
二
年
に
、
一
方
で
は
中
西
の
『
新
仏
教
論
』
の
内
容
に
つ
い
て

鎌
田
﹇
名
和
﹈
淵
海
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
論
争
と
な
り
、
他
方
で
は
文
学
寮
の
内
部
に
お
い
て
、
教
頭
で
あ
る
中
西
を
支
持
す
る
学
生
た

ち
と
、
寮
長
で
あ
る
藤
島
了
穏
を
支
持
す
る
学
生
た
ち
と
の
間
の
対
立
が
激
化
し
、
一
部
の
学
生
た
ち
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
に
至
る
。
事

態
の
収
拾
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
見
て
取
っ
た
教
団
は
、
同
年
七
月
に
教
団
主
導
で
文
学
寮
の
改
正
を
行
い
、
こ
の
段
階
で
全
教
職
員
が

解
職
さ
れ
、
生
徒
は
一
度
国
許
に
帰
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
解
職
さ
れ
た
こ
と
を
最
後
に
、
以
後
中
西
が
西
本
願
寺
教
団

と
関
わ
り
を
も
っ
た
形
跡
は
な
い
。
な
お
、
改
正
後
の
文
学
寮
に
お
い
て
は
入
学
者
を
僧
侶
・
僧
侶
子
弟
に
限
定
し
、
ま
た
仏
教
学
・
真
宗

学
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る16
。

 

二
．四
　
そ
の
後
の
中
西
牛
郎

　

中
西
の
そ
の
後
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
宗
教
と
仏
教
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
続
け17
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に
一
時
期
加
わ
り
、
東
本

願
寺
と
関
わ
っ
て
白
河
党
批
判
を
行
っ
た18
。
一
八
九
九
年
か
ら
、
一
派
独
立
を
試
み
て
い
た
天
理
教
の
依
頼
を
受
け
て
天
理
教
教
典
の
編
纂

に
従
事
し19
、『
宗
教
談
：
一
名
・
天
理
教
の
研
究
』（
一
九
〇
三
年
）
と
『
天
理
教
顕
真
論
』（
一
九
〇
三
年
）
を
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
台
湾
に
渡
り
、
一
九
一
四
年
頃
に
台
湾
同
化
会
に
関
与
す
る21
。
日
本
に
戻
っ
て
扶
桑
教
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
最
晩
年
に
天
理
教
に
戻
り
、『
神
の
實
現
と
し
て
の
天
理
教
』（
一
九
二
九
年
）
を
出
し
、
翌
一
九
三
〇
年
一
〇
月
一

八
日
に
七
二
歳
で
死
去
。
墓
は
天
理
教
の
豊
田
山
墓
地
に
あ
る
。

三
．
中
西
牛
郎
の
「
新
仏
教
」
論

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
中
西
牛
郎
の
「
新
仏
教
」
の
議
論
は
一
八
九
〇
年
前
後
に
一
定
以
上
の
影
響
力
を
持
っ
た
。
以
下
で
は
、
そ
の
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「
新
仏
教
」
論
の
形
成
の
過
程
を
見
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、「
新
仏
教
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
中
西
牛
郎
の
『
宗
教
革
命
論
』（
一
八
八
九
年
）
に
お
け
る
用
例
が
初
出
で

は
な
い21
。
し
か
し
、
先
回
り
し
て
述
べ
て
お
け
ば
、
単
に
「
新
仏
教
」
と
「
旧
仏
教
」
の
対
比
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
比
較
宗
教
と
宗
教

進
化
論
的
な
枠
組
に
基
づ
い
て
「
新
仏
教
」
の
構
想
を
示
し
た
点
に
同
時
代
的
な
意
義
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
力
を
持
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

三
．一
　「
宗
教
及
道
義
」（
一
八
八
六
年
）
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
中
西
が
熊
本
時
代
に
書
い
た
宗
教
論
で
あ
る
「
宗
教
及
道
義
」
の
内
容
を
確
認
す
る
。
こ
の
段
階
で
後
の
「
新
仏
教
」
の
議
論
へ

の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
宗
教
及
道
義
」
発
表
の
背
景

　

中
西
は
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
七
月
末
か
ら
八
月
頭
に
か
け
て
、
紫
溟
会
の
機
関
紙
で
あ
る
『
紫
溟
新
報
』
上
に
「
宗
教
及
道
義
」
と

い
う
社
説
（
全
一
二
回
の
連
載22
）
を
無
署
名
で
発
表
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
同
年
七
月
頃
の
「
国
民
の
道
義
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』）
と
「
何
を

以
て
無
智
の
民
を
感
化
す
る
や
」（『
肥
筑
日
報
』）
に
対
す
る
批
判
を
含
ん
だ
宗
教
論
で
あ
る
。

　

な
お
、
著
者
の
同
定
に
つ
い
て
、『
教
学
論
集
』
に
転
載
（
三
六
号
、
一
八
八
六
年
一
二
月
〜
三
九
号
、
一
八
八
七
年
三
月
）
さ
れ
る
際
に
、
前
文

で
著
者
は
中
西
牛
郎
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
真
正
の
宗
教
」
と
仏
教
の
弁
証

　

同
論
説
で
中
西
は
、「
国
民
の
道
義
」
と
「
何
を
以
て
無
智
の
民
を
感
化
す
る
や
」
の
二
論
説
が
、
い
ず
れ
も
宗
教
を
方
便
と
し
て
捉
え
て

い
る
と
批
判
す
る
。
中
西
に
よ
れ
ば
「
必
ず
吾
人
の
安
心
立
命
を
依
頼
す
べ
き
真
正
の
宗
教
あ
る
可
き
」（
一
三
〇
頁23
）
で
あ
り
、
宗
教
は
人

生
の
目
的
で
あ
っ
て
、
単
な
る
方
便
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
同
時
に
全
て
の
宗
教
が
等
価
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
「
真
正
な
宗
教
」
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
哲
学
と
比
較
宗
教24

に
よ
っ
て
選
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
が
な
さ
れ
、「
公
平
の
眼
を
以
て
之
れ

を
判
ず
る
と
き
は
宗
風
の
儀
式
教
会
の
組
織
伝
道
の
方
法
教
師
の
品
行
学
識
等
の
点
に
於
て
は
今
日
の
耶
蘇
教
或
は
遠
く
仏
教
の
上
に
出
る

も
の
あ
ら
ん
か
然
れ
ど
も
其
教
理
の
優
劣
よ
り
し
て
観
察
を
下
す
と
き
は
両
教
固
よ
り
同
日
の
論
に
あ
ら
ず
と
は
吾
人
が
兼
ね
て
確
信
す
る

所
の
も
の
な
り
」（
一
三
六
頁
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
団
組
織
や
聖
職
者
に
つ
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
に
も
見
る
べ
き
所
が
あ
る
と
し

た
上
で
、
し
か
し
「
教
理
の
優
劣
」
に
お
い
て
は
仏
教
が
勝
っ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
か
ら
仏
教
が
興
隆
す
る
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
五
点
挙

げ
て
い
る
。

一 

、「
耶
蘇
教
衰
頽
の
色
を
顕
は
す
こ
と
」（
七
七
頁
）。『
新
約
聖
書
』
に
は
道
徳
的
に
見
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
も
、『
旧
約
聖
書
』、
特

に
天
地
創
造
の
話
は
科
学
と
相
容
れ
な
い
と
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
批
判
の
風
潮
が
西
洋
で
も
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る25
。

二 

、「
道
理
宗
教
を
希
望
す
る
の
念
を
生
ず
る
こ
と
」（
七
八
頁
）。
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
批
判
は
「
高
尚
な
る
宗
教
」
で
あ
る
「
道
理

宗
教
」（
一
三
八
頁
）
の
希
求
に
帰
結
す
る
と
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
「
天
啓
と
奇
跡
」
を
根
拠
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
智
識
の
開
発
」

に
応
じ
て
捨
て
去
ら
れ
、「
道
理
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
論
じ
る
。

三 

、「
近
世
の
哲
学
万
物
皆
神
教
（
パ
ン
シ
ー
ズ
ム
）
に
傾
向
す
る
こ
と
」（
七
九
頁
）。
か
く
し
て
「
道
理
宗
教
」
の
希
求
は
哲
学
的
探
求
へ

と
向
か
い
、
キ
リ
ス
ト
教
は
哲
学
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る26
。
そ
の
例
と
し
て
ド
イ
ツ
哲
学27
の
反
キ
リ
ス
ト
教
的
・
汎
神
論

的
議
論
を
挙
げ
、「
今
日
の
万
物
皆
神
教
は
異
日
の
道
理
宗
教
た
り
宇
内
の
一
統
宗
た
り
と
預
言
せ
ざ
ら
ん
と
欲
す
」（
一
四
五
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。

四 

、「
東
洋
学
教
の
講
究
漸
次
盛
な
る
こ
と
」（
八
〇
頁
）。
こ
う
し
た
潮
流
と
相
俟
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
イ
ン
ド
宗
教
が
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
ビ
ュ
ル
ヌ
フ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
、
ク
ー
ザ
ン
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
等
の
名
前
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を
挙
げ
て
指
摘
し
、
更
に
「
現
世
紀
仏
教
の
保
羅
（
ポ
ー
ル
）」（
一
四
一
頁
）
と
し
て
オ
ル
コ
ッ
ト
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

五 

、「
仏
教
の
思
想
哲
学
及
び
科
学
と
一
致
す
る
こ
と
」（
八
一
頁
）。
仏
教
に
お
け
る
「
真
如
法
性
の
理
」
は
汎
神
論
的
で
あ
り
、「
因
縁
因

果
の
理
」
は
「
科
学
進
化
主
義
の
定
説
」
と
齟
齬
し
な
い
と
す
る
（
一
四
二
頁
）。

　

こ
こ
に
お
い
て
中
西
は
、
よ
り
高
度
な
宗
教
は
「
道
理
宗
教
」
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
か
つ
そ
れ
は
汎
神
論
（pantheism

。
こ
こ
で
の
中
西

の
語
で
は
「
万
物
皆
神
教
」）
的
宗
教
に
な
る
と
い
う
宗
教
一
般
に
つ
い
て
の
枠
組
を
ま
ず
設
定
し
、
そ
こ
に
あ
て
は
め
る
形
で
仏
教
の
弁
証
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
比
較
宗
教
の
潮
流
や
東
洋
宗
教
へ
の
着
目
と
い
っ
た
論
点
を
含
め
て
、
西
洋
に
お
け
る
思
想
の
展
開
が
弁
証
の

論
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
後
段
で
見
て
い
く
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
『
宗
教
革
命
論
』
以
降
の
「
新
仏
教
」
論
に
用
い
ら
れ
る
弁
証
の
基
本
的
枠

組
を
先
取
り
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
「
新
仏
教
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

仏
教
改
良
論

　

こ
の
よ
う
に
、
中
西
は
今
後
仏
教
の
興
隆
が
予
想
さ
れ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
が
即
現
状
の
仏
教
の
肯
定
に
つ
な
げ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

翻
っ
て
仏
教
の
漸
進
的
改
良
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
仏
教
に
対
す
る
社
会
的
評
価
が
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
ま
ず
そ
れ
を

改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識28
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
改
良
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、「
其
宗
儀
の
陋
風
を
洗
滌
し
伝
道

の
方
法
を
改
良
し
学
校
を
設
け
て
以
て
其
学
識
を
進
め
宗
規
を
立
て
ゝ
以
て
其
品
行
を
正
し
彼
の
耶
蘇
教
会
に
対
し
て
も
敢
て
愧
色
な
か
ら

し
む
る
に
至
ら
し
む
る
に
外
な
ら
ず
」（
一
四
四
頁
）
と
す
る
。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
抗
意
識
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
逆
に

い
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
り
方
を
、「
宗
教
」
の
あ
り
方
の
あ
る
種
の
範
型
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
も
中
西
の
議
論
の
特
徴
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
「
学
校
」
に
関
す
る
具
体
的
な
提
言
が
、
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。



55

真宗総合研究所研究紀要　第₃₅号

各
宗
協
同
し
て
一
大
学
校
を
興
し
全
国
の
善
智
識
を
集
め
て
普
通
仏
教
及
び
各
宗
の
教
理
を
講
じ
、
又
欧
米
よ
り
数
名
の
教
師
を
聘
し
三

課
に
分
っ
て
之
れ
を
教
授
し
、
第
一
、
耶
蘇
神
学
と
し
特
に
耶
蘇
教
の
奥
理
を
究
め
て
生
徒
を
し
て
仏
教
と
異
同
の
点
及
び
其
辨
駁
す
可

き
要
点
を
知
ら
し
む
る
に
あ
り
。
第
二
、
比
較
神
学
と
し
古
今
万
国
の
宗
教
を
教
授
せ
し
め
て
其
同
異
及
び
真
正
の
宗
教
に
帰
着
す
る
所

以
を
生
徒
に
知
ら
し
む
る
に
あ
り
。
第
三
、
哲
学
と
す
﹇
マ
マ
﹈
欧
州
哲
学
の
大
意
及
び
進
化
主
義
其
他
近
日
科
学
よ
り
起
こ
り
た
る
高

尚
の
理
論
を
教
授
し
て
生
徒
の
学
力
を
養
ひ
且
其
仏
教
と
関
係
あ
る
を
知
ら
し
め
て
参
考
の
裨
益
を
得
せ
し
む
る
に
あ
り
。
然
り
而
し
て

内
外
教
師
の
上
に
は
学
識
徳
行
全
国
僧
侶
の
欽
仰
す
る
所
の
人
物
一
名
を
推
選
し
て
総
裁
と
な
し
、
以
て
各
宗
青
年
の
俊
秀
な
る
も
の
を

選
ん
で
就
学
せ
し
む
る
所
あ
ら
ば
、
必
ず
将
来
改
良
の
美
蕾
を
結
ぶ
べ
し
（
一
四
六
頁
）。

　

中
西
は
こ
の
学
校
の
構
想
に
つ
い
て
、
宗
乗
に
加
え
て
通
仏
教
的
な
教
理
を
教
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
通
仏
教
的
な
教
理

と
は
何
か
と
い
う
点
は
、
同
時
代
的
に
検
討
さ
れ
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た29
。
他
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
を
教
え
、
世
界
の
諸
宗
教
を
比

較
検
討
し
、
ま
た
西
洋
の
哲
学
や
進
化
論
を
教
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
革
新
的
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
対
抗
と
い
う
思
惑
が
込
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
留
ま
ら
ず
「
真
正
の
宗
教
」
を
検
討
し
、
そ
れ
に
向
け
て
仏
教
を
改
良
し
て
い

こ
う
と
い
う
中
西
の
基
本
的
な
姿
勢
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
改
良
の
訴
え
が
オ
ル
コ
ッ
ト
や
神
智
学
と
の
連
携
の

主
張
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く31
。

小
結

　

以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
西
は
「
宗
教
及
道
義
」
に
お
い
て
、「
真
正
の
宗
教
」
を
哲
学
や
比
較
宗
教
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
う
る
も

の
と
し
、
西
洋
思
想
の
潮
流
に
お
い
て
既
存
の
キ
リ
ス
ト
教
が
批
判
さ
れ
、
汎
神
論
に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
汎
神
論
的
宗

教
た
る
仏
教
の
弁
証
を
行
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
議
論
は
、『
宗
教
革
命
論
』
や
そ
の
後
の
著
作
に
見
ら
れ
る
仏
教
弁
証
論
の
基
本
線
と
な
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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三
．二
　『
宗
教
革
命
論
』（
一
八
八
九
年
）
に
つ
い
て

　

次
に
、
お
そ
ら
く
中
西
の
最
も
読
ま
れ
た
著
作
で
あ
る
『
宗
教
革
命
論
』
の
概
要
を
見
て
い
く
。

「
自
然
教
」
と
「
顕
示
教
」

　

中
西
は
、
ま
ず
宗
教
一
般
に
つ
い
て
、「
自
然
教
（N

atural Religion

）」
と
「
顕
示
教
（Revealed Religion

）」
の
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と

す
る
。「
自
然
教
」
は
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
宗
教
心
の
自
然
な
発
露
で
あ
り
、「
理
哲
二
学
」
す
な
わ
ち
科
学
と
哲
学
に
よ
っ
て
考
究
可
能

な
も
の
、
か
つ
人
間
の
考
究
に
よ
っ
て
進
歩
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
る
。
他
方
、「
顕
示
教
」
に
はrevelation

す
な
わ
ち
啓
示
が
不
可
欠
で

あ
り
、
人
間
の
「
知
力
推
理
」
が
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
何
か
人
間
を
超
越
し
た
も
の
を
感
得
し
た
と
こ
ろ
に
出
て
く
る
も
の31
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
自
然
教
」
と
「
顕
示
教
」
と
い
う
概
念
は
、
共
に
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
由
来
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
中
西
の
議
論
の
特
徴
は
、
こ

の
二
者
を
「
自
然
顕
示
と
は
宗
教
の
二
大
要
素
」
で
あ
る
と
し
て
、
共
に
宗
教
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
す
る
点
に
あ
る
。
中
西
は
、
全

て
の
宗
教
は
こ
の
二
つ
の
要
素
を
併
せ
持
つ
と
し
た
上
で
、「
耶
仏
二
教
俱
に
人
間
自
然
の
天
性
に
基
づ
く
に
至
り
て
は
敢
て
異
な
る
こ
と

な
し
、
亦
た
其
顕
示
を
包
含
す
る
に
至
り
て
も
敢
て
異
な
る
こ
と
な
し
」（
二
〜
三
頁
）
と
す
る
。

　

こ
の
論
理
に
お
い
て
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
は
等
し
く
「
宗
教
」
と
し
て
並
列
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
啓
示
が
あ
る
宗
教

の
み
を
真
の
宗
教
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
弁
証
論
を
無
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
枠
組
を
も
と
に
し
た
宗
教
理

解
の
中
に
仏
教
を
組
み
込
ん
で
論
じ
る
と
い
う
側
面
を
も
持
つ
こ
と
に
な
る
。

啓
示
・
仏
教
・
道
理

　

こ
の
啓
示
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
も
う
少
し
見
て
お
く
と
、
ま
ず
仏
教
に
も
啓
示
が
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
仏
教
は
人
間
を
越
え
た
も

の
と
の
関
わ
り
を
述
べ
て
い
る32
と
い
う
こ
と
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
仏
教
は
単
な
る
哲
学
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
述
べ
ら
れ

て
い
る33
。
こ
の
後
者
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
井
上
円
了
を
念
頭
に
お
い
て34
「
我
邦
の
仏
教
論
者
往
々
宗
教
の
何
者
た
る
を
知
ら
ず
、
口
を
開
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け
ば
即
ち
曰
く
、
我
仏
教
は
哲
理
に
合
す
る
も
の
な
り
、
哲
理
を
応
用
す
る
も
の
な
り
と
。
夫
れ
徒
に
哲
理
に
合
す
る
も
の
を
以
て
真
正
の

宗
教
と
す
る
か
」（
一
二
一
頁
）
と
述
べ
、
仏
教
を
哲
学
の
み
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
西
に
お
け
る
啓
示
は
、
理
性
の
範
疇
を
踏
み
越
え
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

る
。所

謂
人
間
智
力
の
及
ば
ざ
る
所
は
、
道
理
に
超
絶
し
た
る
も
の
に
し
て
決
し
て
道
理
に
反
対
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
蓋
し
道
理
に
超
絶
す

（a

35

bout reason

）
と
は
、
通
常
の
推
理
学
術
の
知
識
を
以
て
到
達
す
可
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
道
理
に
反
対
す
（contrary to reason

）
と
は
、

一
を
以
て
二
と
な
し
因
な
き
に
果
を
生
ず
る
如
き
、
人
間
思
想
の
法
則
に
反
対
す
る
も
の
な
り
。
左
れ
ば
顕
示
の
表
明
す
る
所
は
、
推
理
、

智
識
を
以
て
直
ち
に
達
す
可
ら
ず
と
雖
も
、
吾
輩
は
何
如
に
し
て
人
間
思
想
の
法
則
に
反
対
す
る
も
の
を
信
ず
る
こ
と
を
得
可
け
ん
や
。

左
れ
ば
此
差
別
は
顕
示
の
真
偽
を
判
断
す
る
の
一
大
標
準
な
る
を
知
る
可
き
な
り
（
一
七
頁
）。

　

こ
こ
で
、
啓
示
は
「
道
理
に
超
絶
」
す
る
も
の
で
あ
る
が
「
道
理
に
反
対
」
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、「
人
間
思
想
の
法
則
」
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
啓
示
を
受
け
た
者
で
あ
る
が
、
そ
の
「
死
を
起
し
、
病
を
医
し
、
鬼

を
駆
り
、
海
を
歩
し
、
波
を
静
め
、
水
を
変
じ
て
酒
と
な
し
、
五
個
の
蒸
餅
を
以
て
五
千
人
に
分
配
し
、
亦
た
自
ら
死
よ
り
蘇
し
、
天
に
昇

る
が
如
き
」
の
奇
蹟
譚
は
、「
人
間
目
前
の
道
理
に
反
対
す
る
も
の
」（
一
九
頁
）
で
あ
る
と
し
て
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
る
。

　

中
西
は
人
間
の
理
性
が
超
越
性
と
相
克
す
る
こ
と
は
無
い
と
確
信
し
て
お
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
議
論
を
組
み
立
て
て
い
る
。
他
の
場

所
で
、
科
学
と
宗
教
は
相
克
す
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、「
真
の
宗
教
」
は
科
学
、
す
な
わ
ち
人

間
の
知
性
と
調
和
す
る
と
し
て
お
り
、
か
つ
真
の
仏
教
は
そ
こ
を
目
指
す
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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宗
教
進
化
論

　

も
う
一
点
、
宗
教
一
般
に
つ
い
て
、
宗
教
進
化
論
的
な
枠
組
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
中
西
は
、
宗
教
の
二
要

素
の
う
ち
の
自
然
教
を
、
多
神
教
（polytheism

）
か
ら
一
神
教
（m

onotheism

）
に
至
り
、
そ
し
て
最
終
的
に
汎
神
論
（pantheism

。
こ
こ
で

の
中
西
の
語
で
は
「
凡
神
教
」）
に
至
る
と
い
う
進
化
論
的
な
枠
組
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
宗
教
の
あ
り
方
は
「
宗
教
進
化
の
三

大
階
級
に
し
て
、
社
会
文
明
の
進
歩
を
区
別
す
る
」（
二
四
頁
）
と
さ
れ
、
更
に
「
思
想
自
由
既
に
発
達
し
、
理
哲
二
学
既
に
進
歩
す
れ
ば
、
社

会
人
心
は
恰
も
歓
天
喜
地
、
凱
歌
を
唱
へ
て
凡
神
教
を
迎
へ
ん
と
欲
す
る
も
の
ゝ
如
し
」（
四
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
科
学
と
哲
学

の
進
歩
は
、
よ
り
進
歩
し
た
宗
教
で
あ
る
汎
神
論
に
必
然
的
に
帰
結
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
西
の
こ
の
宗
教
進
化
の
議
論
は
、
確
か
に
根
本
に
お
い
て
一
神
教
批
判
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
批
判
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
し

か
し
過
去
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
全
面
的
に
切
り
捨
て
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
書
名
に
も
な
っ
て
い
る
宗
教
革
命

Reform
ation

に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
は
、
宗
教
進
化
の
一
階
梯
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
、
そ
の
進
化
の

延
長
上
に
仏
教
の
勝
利
が
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
西
に
お
い
て
仏
教
の
優
越
性
は
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
貫
く
宗

教
進
化
の
枠
組
を
前
提
し
て
弁
証
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
逆
に
言
え
ば
仏
教
も
現
状
の
ま
ま
で
は
な
く
、
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
「
新
仏
教
」
の
構
想
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
新
仏
教
」
と
「
旧
仏
教
」

　

か
く
し
て
、
中
西
は
現
状
の
仏
教
を
「
旧
仏
教
」
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
新
た
に
変
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
「
新
仏

教
」
の
構
想
を
最
終
章
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
長
文
に
な
る
が
章
の
冒
頭
を
引
用
す
る
。

第
十
二
章　

旧
仏
教
を
一
変
し
て
新
仏
教
と
な
さ
ざ
る
可
ら
ず

　

第
十
九
世
紀
の
世
界
に
於
て
厳
然
と
し
て
俄
に
頭
角
を
顕
し
、
驚
く
可
き
の
進
歩
を
以
て
各
国
に
伝
播
し
、
将
さ
に
耶
蘇
一
神
教
を
圧
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倒
し
て
将
来
宇
内
の
一
統
宗
た
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
新
仏
教
也
。
明
治
二
十
二
年
の
日
本
に
於
て
萎
靡
と
し
て
振
は
ず
、
外
敵
の
為
め

其
版
図
を
削
ら
る
、
日
に
月
に
衰
頽
に
陥
り
、
気
息
奄
々
と
し
て
独
り
其
滅
亡
を
俟
つ
こ
と
を
知
る
も
の
は
、
旧
仏
教
也
。
之
を
一
言
す

れ
ば
、
旧
仏
教
は
衰
滅
の
線
端
に
達
し
て
、
将
さ
に
落
ち
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
新
仏
教
は
新
興
の
線
端
を
望
ん
で
、
将
さ
に
登
ら
ん
と

す
る
も
の
な
り
。
然
り
而
し
て
吾
輩
は
驚
き
来
る
。
現
時
我
邦
の
仏
教
な
る
も
の
は
、
悉
く
此
れ
旧
仏
教
に
し
て
新
仏
教
に
あ
ら
ざ
る
を
、

嗟
呼
我
邦
の
仏
教
を
汝
は
衰
滅
の
仏
教
た
ら
ん
と
す
る
か
。
将
た
新
興
の
仏
教
た
ら
ん
と
す
る
か
。
甲
者
を
撰
は
ゞ
頑
乎
と
し
て
動
ざ
る

可
し
。
若
し
乃
ち
乙
者
を
撰
ば
ゞ
旧
仏
教
を
一
変
し
て
新
仏
教
と
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。

　

夫
れ
仏
教
は
仏
教
な
り
。
新
仏
教
た
る
も
旧
仏
教
た
る
も
。
其
仏
教
た
る
に
於
て
は
毫
も
異
な
る
可
き
筈
な
し
。
然
れ
ど
も
旧
仏
教
は

仏
教
の
真
面
目
に
雑
ふ
る
に
、
頑
固
、
偏
僻
、
肉
欲
、
腐
敗
、
虚
飾
、
妄
信
、
偽
善
其
他
人
間
の
弱
点
、
社
会
の
境
遇
よ
り
生
ず
る
種
々

の
悪
弊
を
以
て
し
、
新
仏
教
は
仏
教
の
純
潔
な
る
真
理
と
真
正
な
る
道
徳
と
を
明
に
し
、
其
形
貌
に
拘
泥
せ
ず
し
て
、
其
精
神
を
発
揮
す

る
も
の
な
り
。
故
に
今
日
我
邦
に
於
て
旧
仏
教
を
一
変
し
て
新
仏
教
と
な
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
実
に
人
心
上
社
会
上
に
猛
激
な
る
一
大
革
命

を
生
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
。（
一
六
九
〜
一
七
〇
頁
）

　

こ
こ
で
中
西
は
、
対
照
的
な
も
の
と
し
て
「
旧
仏
教
」
と
「
新
仏
教
」
を
並
べ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
強
い
言
葉
で
訴
え
、
こ
れ
に
続
け
て
二
者
の
対
比
を
七
つ
の
要
件
に
お
い
て
論
じ
る
。
再
掲
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
冒
頭
で
触

れ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
要
件
が
古
河
老
川
や
島
地
黙
雷
に
好
意
的
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
説
明
は
し
な
い
が
、
自
宗
の
教
え
に
固
執
し
た
り
、
あ
る
い
は
僧
侶
が
富

貴
を
誇
っ
た
り
物
質
的
な
側
面
に
拘
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
る
一
方
で
、
進
歩
し
て
道
理
に
適
っ
た
仏
教
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
幅
広
い
担
い
手
に
開
か
れ
、
仏
教
者
同
士
協
力
し
て
社
会
で
の
活
動
を
も
行
っ
て
い
く
よ
う
な
仏
教
が
目
指
す
べ
き
「
新
仏
教
」

と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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小
結『

宗
教
革
命
論
』
で
の
議
論
の
特
徴
と
し
て
、
三
点
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
を
、
同
じ
「
宗
教
」
と
い
う
よ
り
広
い
概
念
の
中
に
位
置
付
け
て
論
じ
て
い
る36
。
例
え
ば
中
西
は
、「
自

然
教
」
や
「
顕
示
教
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
に
由
来
す
る
概
念
を
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
共
通
す
る
普
遍
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
読
み

替
え
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
み
が
真
正
な
宗
教
で
あ
る
と
す
る
種
の
キ
リ
ス
ト
教
の
弁
証
論
に
反
論
す
る
た
め
の
根
拠
を
確

保
し
、
ま
た
次
で
述
べ
る
よ
う
に
「
宗
教
」
そ
の
も
の
を
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
の
弁
証
を
行
う
議
論
へ
の
道
筋
を
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
そ
の
「
宗
教
」
と
い
う
場
に
つ
い
て
、
多
神
教
か
ら
一
神
教
、
そ
し
て
更
に
汎
神
論
に
進
む
と
い
う
進
化
論
的
な
枠
組
を
設
定

し
、
そ
の
枠
組
に
乗
る
形
で
汎
神
論
に
基
づ
く
仏
教
は
一
神
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
弁
証
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、

「
宗
教
」
そ
の
も
の
を
論
じ
る
こ
と
が
、
即
仏
教
の
弁
証
に
な
る
よ
う
な
枠
組
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、「
宗
教
及
道
義
」
で
も

既
に
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
根
拠
と
し
て
西
洋
の
哲
学
の
動
向
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
仏
教
は
あ
ら
た
め
て
汎
神
論
的
宗
教
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
現
状
の
仏
教
を
即
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
優
れ
た
宗
教
と
な
る
た
め
に
「
新
仏
教
」
へ
と
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
「
新
仏
教
」
は
、
第
二
で
述
べ
た
進
化
論
的
な
枠
組
と
相
即
す
る
形
で
、
ま
さ
に
新
し
い
仏
教
と
し
て
構
想
さ
れ

て
お
り
、
本
来
の
仏
教
の
あ
り
方
に
立
ち
戻
る
と
い
う
復
古
的
、
伝
統
回
帰
的
な
含
意
が
見
ら
れ
な
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

 

三
．三
　『
経
世
博
議
』（
一
八
九
〇
年
一
一
月
〜
一
八
九
二
年
一
二
月
）
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、『
宗
教
革
命
論
』
刊
行
後
に
お
け
る
中
西
の
議
論
の
広
が
り
と
そ
の
内
容
を
見
る
一
端
と
し
て
、
中
西
が
主
筆
を
務
め
た
雑
誌

で
あ
る
『
経
世
博
議
』
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。

『
経
世
博
議
』
は
、
京
都
の
博
議
社
よ
り
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
一
月
か
ら
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
二
月
に
か
け
て
、
確
認
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で
き
る
範
囲
で
二
四
号
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
内
容
的
な
特
徴
と
し
て
、
中
西
の
論
説
と
寄
稿
さ
れ
た
論
説
の
両
者
に
お
い
て
、
仏

教
・
宗
教
論
と
政
論
が
併
置
さ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
中
西
の
人
脈
が
両
者
に
跨
が
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
他
方
で
中
西
と
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
読
み
手
に
と
っ
て
、
仏
教
と
政
治
の
境
界
が
截
然
と
切
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　

創
刊
号
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
経
世
博
議
の
理
想
」
は
、
発
行
の
趣
旨
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
狂
瀾
天
を
捲
き
、
鯤
鯢
鬣
を
振
っ
て
、
脆
弱
な
る
艦
隊
将
さ
に
覆
没
せ
ん
と
す
る
の
時
運
に
際
し
、
東
洋
に
吾
人
形
軀
的
の
勢
力
を
表

彰
す
る
の
一
大
国
家
と
、
吾
人
精
神
的
の
勢
力
を
表
彰
す
る
の
一
大
教
会
と
を
建
設
せ
ん
と
す
る
は
、
是
れ
天
、
吾
人
に
附
与
し
た
る
の

使
命
な
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
ず
（『
経
世
博
議
』
一
号
、
一
八
九
〇
年
一
一
月
、
表
紙
裏
）

　

こ
こ
で
「
一
大
国
家
」
と
「
一
大
教
会
」
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
西
に
お
い
て
国
家
と
宗
教
は
共
に
重
要
な
課
題
と
し
て
あ
っ

た
。
社
説
で
も
「
日
本
政
界
の
一
大
転
機
既
に
眼
前
に
逼
れ
り
」（
三
号
）
や
「
第
三
期
帝
国
議
会
は
感
情
議
会
た
ら
ざ
ら
ん
事
を
切
望
す
」

（
一
六
号
）
の
よ
う
に
政
論
が
一
定
数
を
占
め
る
。
ま
た
「
仏
教
の
最
も
畏
る
べ
き
も
の
は
夫
れ
内
地
雑
居
に
あ
る
歟
」（
二
二
号
）
の
よ
う
な

時
事
評
論
や
、
あ
る
い
は
「
東
洋
の
命
運
」（
一
号
）、「
東
洋
学
問
の
価
値
」（
六
号
）
の
よ
う
な
文
明
論
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
宗
教
論
と
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
論
や
仏
教
論
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
基
本
的
に
批
判
的
な
態
度
が
取
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
単
純
に
こ
れ
を
排
斥
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
例
え
ば
現
状
の
キ
リ
ス
ト
教
が
日
本
の
国
柄
に

沿
っ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、
逆
に
「
我
が
国
家
の
特
性
に
適
合
せ
し
む
る
」
よ
う
に
提
言
す
る
よ
う
な
社
説
「
日
本
の
基
督
教
」

（
三
号
）
や
、
あ
る
い
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
潜
在
力
を
高
く
見
積
も
っ
て
仏
教
者
に
警
戒
を
呼
び
か
け
る
社
説
「「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
」
恐
れ
ざ

る
可
ら
ず
」（
二
一
号
）
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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仏
教
論
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
仏
教
改
良
論
が
目
立
つ
。
例
え
ば
「
仏
教
及
其
僧
侶
」（
九
号
）
は
、「
宗
教
の
改
革
は
信
仰
に
基
く
に
あ

ら
ざ
れ
ば
不
可
な
り
」（
四
頁
）
と
し
て
信
仰
に
基
づ
い
て
仏
教
を
改
め
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
、
そ
こ
か
ら
見
る
な
ら
ば
現
在
仏
教
界
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
仏
教
公
認
教
運
動
や
、
あ
る
い
は
制
度
や
財
政
の
改
革
な
ど
は
、
信
仰
に
基
づ
い
た
正
し
い
運
動
で
は
な
い
と
論
じ
て

い
る
。

　

中
西
以
外
の
寄
稿
者
か
ら
も
政
論
と
宗
教
・
仏
教
論
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
た
が
、
後
者
に
つ
い
て
徳
永
満
之
が
四

篇
の
論
説
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
「
学
問
ト
宗
教
ト
ノ
関
係
」（
一
号
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一
一
月
）、

「
転
化
の
観
念
」（
六
号
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
四
月
。
八
号
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
八
月
）、「
調
和
論
」（
一
四
号
、
一
八
九
二
（
明

治
二
五
）
年
二
月
）、
そ
し
て
「
精
神
的
三
要
」（
二
四
号
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
二
月
）
で
あ
る37
。

四
．
お
わ
り
に
─
「
新
仏
教
」
の
ゆ
く
え

　

以
上
、
中
西
牛
郎
に
お
け
る
「
新
仏
教
」
の
議
論
を
『
宗
教
革
命
論
』
と
そ
の
周
辺
か
ら
検
討
し
た
。
最
後
に
、
そ
の
同
時
代
的
な
位
置

付
け
に
も
触
れ
な
が
ら
、
若
干
の
ま
と
め
を
試
み
て
お
き
た
い
。

中
西
牛
郎
に
お
け
る
「
新
仏
教
」

　

中
西
牛
郎
と
い
う
個
人
に
即
し
て
そ
の
「
新
仏
教
」
の
議
論
を
見
る
な
ら
ば
、
思
想
運
動
と
し
て
も
社
会
的
運
動
と
し
て
も
、
明
ら
か
に

失
敗
し
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
中
西
か
ら
影
響
を
受
け
た
読
者
た
ち
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
中
西
は
そ
う
し
た

人
々
を
組
織
化
し
て
い
く
こ
と
に
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
生
涯
を
通
し
て
み
る
に
、
中
西
に
は
そ
う
し
た
方
面
の
能
力
が
な
か
っ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
し
か
し
、
少
な
く
と
も
公
開
さ
れ
た
文
章
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
中
西
自
身
が
運
動
体
を
組

織
し
て
い
く
こ
と
に
全
く
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
新
仏
教
論
』（
一
八
九
二
年
）
に
お
い
て
、
中
西
は
新
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た
な
「
新
仏
教
」
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
が
自
ら
に
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
そ
れ
を
否
定
し
、
既
存

の
各
教
団
が
そ
れ
ぞ
れ
に
漸
進
的
に
改
良
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
個
人
的
な
志
向
と
能
力
に
加
え
て
、
そ
も
そ
も
中
西
は
仏
教
界
、
あ
る
い
は
教
団
の
中
に
権
力
基
盤
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
確
か
に
西
本
願
寺
教
団
は
中
西
を
文
学
寮
の
教
頭
と
し
て
招
き
、
改
革
的
な
教
育
活
動
に
従
事
さ
せ
た
が
、
結

果
と
し
て
は
教
団
内
部
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
形
で
、
実
質
二
年
間
弱
で
中
西
を
解
職
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
中
西
の
主
張
に
革
新
性
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
従
来
の
評38
に
は
首

肯
せ
ざ
る
を
え
な
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
運
動
体
と
し
て
組
織
し
て
い
く
志
向
も
そ
の
た
め
の
基
盤
も
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
検
討
す
べ
き
は
そ
の
「
革
新
性
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
新
仏
教
」
の
同
時
代
的
な
革
新
性
─
望
ま
し
い
「
宗
教
」
と
し
て
の
「
新
仏
教
」

　

で
は
、
そ
の
「
革
新
性
」
は
ど
う
い
っ
た
点
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
に
お
い
て
中
西
は
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
を
同
じ
「
宗
教
」
と
し
て
捉
え
、
か
つ
そ
の
「
宗
教
」
に
つ
い
て
汎
神
論
を
到
達
点
と

す
る
進
化
論
的
な
枠
組
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
を
「
真
の
宗
教
」
で
あ
る
と
し
て
弁
証
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

　

少
し
時
代
を
遡
る
と
、
一
八
八
〇
年
代
に
入
っ
た
頃
か
ら
、
一
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
抗
と
し
て
、
他
方
で
は
啓
蒙
知
識
人
的
な
宗

教
観
へ
の
対
抗
と
し
て
、
知
識
人
教
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
実
践
と
し
て
は
仏
教
結
社
に
よ
る
仏
教
演
説
や
出
版
物
を
通
し
て

試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
仏
教
界
の
外
部
に
対
し
て
仏
教
を
説
得
的
に
提
示
す
る
た
め
の
論
理
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た39
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
中
西
牛
郎
の
議
論
は
井
上
円
了
の
議
論
と
並
ん
で
歓
迎
さ
れ
た
。
中
西
の
議
論
は
、
仏
教
を
仏
教
の
外
側

に
あ
る
軸
、
つ
ま
り
「
宗
教
」
に
お
い
て
論
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
仏
教
に
積
極
的
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
知
識

人
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
人
々
が
理
解
で
き
る
語
彙
を
用
い
て
─
こ
の
時
期
の
中
西
の
議
論
に
は
ほ
と
ん
ど
仏
教
経
典
か
ら
の
引
用
が
な
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い
─
仏
教
を
提
示
す
る
た
め
の
論
理
を
示
し
た
の
で
あ
る41
。

　

他
方
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
中
西
の
議
論
は
、
い
わ
ば
仏
教
を
「
宗
教
」
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
望
ま
し
い
「
新
仏

教
」
の
構
想
は
、
既
存
の
仏
教
に
対
し
て
変
革
を
迫
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
最
終
的
に
中
西
と
西
本
願
寺
教
団
の
間
に
あ
る
方
向
性
の
違
い

が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
教
団
か
ら
見
れ
ば
受
け
入
れ
難
い
面
の
あ
る
議
論
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
中
西
の
「
新
仏
教
」
の
議
論
は
一
八
九
〇
年
前
後
に
お
い
て
一
定
以
上
の
影
響
力
を
持
っ
た
と
い
え
る
が
、

そ
れ
は
ま
た
仏
教
界
の
外
側
に
対
し
て
仏
教
を
提
示
し
て
い
く
た
め
の
論
理
を
欲
し
て
い
た
仏
教
者
た
ち
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

中
西
個
人
に
お
い
て
そ
の
「
新
仏
教
」
の
構
想
が
具
体
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
議
論
は
む
し
ろ
中
西
個
人41
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で

「
新
し
い
仏
教
」
を
も
と
め
る
仏
教
青
年
た
ち
の
運
動
に
引
き
継
が
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る42
。

中
西
牛
郎
に
お
け
る
一
貫
性
─
宗
教
と
国
家
と
い
う
問
題
系

　

最
後
に
蛇
足
な
が
ら
一
点
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
中
西
牛
郎
の
生
涯
を
俯
瞰
す
る
な
ら
ば
、
新
仏
教
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
、
白
河
党
批
判
、

天
理
教
、
扶
桑
教
と
関
わ
る
も
の
に
毀
誉
褒
貶
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仮
に
そ
の
動
き
に
一
貫
性
を
探
し
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

理
想
の
宗
教
を
追
求
し
続
け
た
こ
と
、
か
つ
そ
れ
が
常
に
経
世
論
あ
る
い
は
国
家
論
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
─
本
稿
で
い
え
ば
そ
れ
は

『
経
世
博
議
』
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
─
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
郷
里
熊
本
で
漢
学
者
の
息
子
と
し
て
紫
溟
会
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
の
延
長
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
生
涯
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
更
な
る
検
討
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題43
と
し
た
い
。

註１ 

先
行
研
究
で
は
多
く
「
う
し
お
」
と
す
る
が
、
以
下
「
う
し
ろ
う
」
と
す
る
。
読
み
仮
名
に
つ
い
て
い
え
ば
「
う
し
お
」、「
う
し
ろ
う
」、「
ぎ
う
ら
う
」

な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
確
定
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
『
太
陽
』
寄
稿
時
の
英
文
目
次
や
、
熊
本
の
郷
土
資
料
に
お
け
る
読
み
仮
名
な
ど
か
ら
「
う
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し
ろ
う
」
と
し
て
お
く
。

２ 

例
え
ば
大
谷
栄
一
『
近
代
仏
教
と
い
う
視
座
─
戦
争
・
ア
ジ
ア
・
社
会
主
義
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
年
。
ま
た
星
野
靖
二
「
明
治
中
期
に
お
け

る
「
仏
教
」
と
「
信
仰
」
─
中
西
牛
郎
の
「
新
仏
教
」
論
を
中
心
に
」『
宗
教
学
論
集
』
二
九
号
、
二
〇
一
〇
年
。

 
 

な
お
、
こ
の
時
期
の
中
西
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
。H

O
SH

IN
O

 Seiji “Reconfiguring Buddhism
 as a Religion: N

akanishi U
shirō and 

H
is Shin Bukkyō” Ｊａｐａｎｅｓｅ　ʀ

ｅˡｉɡｉｏｎｓ V
ol. ₃₄ N

o. ₂, ₂₀₀₉

、
星
野
靖
二
『
近
代
日
本
の
宗
教
概
念
』
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
、
中
西
直
樹
『
雑

誌
『
國
教
』
と
九
州
真
宗
（
解
題
・
総
目
次
・
索
引
）』
不
二
出
版
、
二
〇
一
六
年
。

３ 

近
藤
俊
太
郎
「『
令
知
会
雑
誌
』
と
そ
の
課
題
」
中
西
直
樹
・
近
藤
俊
太
郎
編
『
令
知
会
と
明
治
仏
教
』
不
二
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
二
八
頁
。

４ 

初
出
は
『
反
省
会
雑
誌
』
一
八
九
一
年
一
月
〜
六
月
。
引
用
は
『
老
川
遺
稿
』
仏
教
清
徒
同
志
会
、
一
九
〇
一
年
、
三
四
〜
五
頁
よ
り
。

５ 

吉
永
進
一
「
オ
ル
コ
ッ
ト
去
り
し
後
─
世
紀
の
変
わ
り
目
に
お
け
る
神
智
学
と
〝
新
仏
教
徒
〞」『
近
代
と
仏
教
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

〇
一
二
年
、
参
照
。

６ 

例
え
ば
『
反
省
会
雑
誌
』
上
で
中
西
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
る
文
章
と
し
て
、
Ｙ
Ｂ
「
仏
界
の
真
著
」『
反
省
会
雑
誌
』
一
八
九
〇
年
六
月
、
化
堂

（
菊
池
謙
譲
）「
著
述
家
と
し
て
井
上
中
西
二
氏
、
宗
教
大
勢
論
を
評
す
」『
反
省
会
雑
誌
』
一
八
九
一
年
三
月
、
黙
々
居
士
（
森
直
樹
）「
中
西
氏
の
新

仏
教
論
将
さ
に
出
で
ん
と
す
」『
反
省
会
雑
誌
』
一
八
九
一
年
七
月
、
東
京
冷
々
居
士
「
仏
教
界
の
双
璧
」『
反
省
会
雑
誌
』
一
八
九
一
年
九
月
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
西
と
井
上
円
了
を
対
に
す
る
よ
う
な
語
り
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

７ 

島
地
黙
雷
は
、『
宗
教
革
命
論
』
刊
行
直
後
に
、
や
は
り
中
西
の
「
新
仏
教
」
の
七
要
件
を
引
き
な
が
ら
、
そ
の
議
論
は
「
仏
教
の
真
面
目
」
を
示
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
積
極
的
に
論
じ
て
い
る
（「
本
誌
改
良
の
旨
趣
」『
令
知
会
雑
誌
』
六
一
号
、
一
八
八
九
年
四
月
）。
ま
た
近
藤
、
前
掲
論
文
、
参

照
。

８ 

中
西
自
身
の
回
顧
と
し
て
『
神
の
実
現
と
し
て
の
天
理
教
』（
一
九
二
九
年
）
の
序
が
あ
る
。
他
に
『
熊
本
県
人
物
誌
』、『
熊
本
日
日
』
記
事
、
ま
た

佐
々
木
憲
徳
『
八
淵
蟠
龍
伝
─
明
治
教
界
の
大
伝
道
者
』
百
華
苑
、
一
九
六
八
年
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

９ 

紫
溟
会
は
、
佐
々
友
房
、
古
荘
嘉
門
ら
が
中
心
と
な
っ
て
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
設
立
し
た
国
権
主
義
の
団
体
。
後
、
紫
溟
学
会
（
一
八
八
四

年
）
を
経
て
熊
本
国
権
党
（
一
八
八
九
年
）
へ
と
つ
な
が
る
。

₁₀ 

佐
々
木
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。

₁₁ 

中
西
は
、
当
時
米
国
人
宣
教
師
で
同
志
社
の
教
師
で
あ
っ
た
ゴ
ー
ド
ン
か
ら
洋
学
と
キ
リ
ス
ト
教
を
学
び
、
神
学
書
の
翻
訳
を
し
た
と
回
顧
し
て
い
る

（
中
西
、
前
掲
書
）。
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₁₂ 

中
西
、
前
掲
書
。

₁₃ 

松
浦
政
泰
『
同
志
社
ロ
ー
マ
ン
ス
』
警
醒
社
、
一
九
一
八
年
、『
池
袋
清
風
日
記
─
明
治
十
七
年
』
上
下
、
同
志
社
社
史
資
料
室
、
一
九
八
五
年
、
参

照
。

₁₄ 
中
西
、
前
掲
書
。

₁₅ 
佐
々
木
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。

₁₆ 

こ
の
文
学
寮
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
中
西
直
樹
「
明
治
期
仏
教
教
団
の
在
家
者
教
育
の
一
齣
─
一
八
九
二
年
「
文
学
寮
改
正
事
件
」
と
中
西
牛
郎
」

改
訂
版
（
中
西
直
樹
、
前
掲
書
、
二
〇
一
六
年
）、
参
照
。

₁₇ 

例
え
ば
『
世
界
三
聖
論
』（
一
八
九
三
年
）
や
『
教
育
宗
教
衝
突
断
案
』（
一
八
九
三
年
）
な
ど
を
出
し
て
い
る
。

₁₈ 

中
西
牛
郎
『
厳
護
法
城
』（
一
八
九
七
年
）。
森
岡
清
美
『
真
宗
大
谷
派
の
革
新
運
動
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
七
頁
、
参
照
。

₁₉ 

教
祖
伝
や
御
神
楽
歌
の
釈
義
を
執
筆
し
、
開
校
し
た
て
の
天
理
教
校
に
お
い
て
教
鞭
を
執
っ
た
。
金
子
圭
助
「
中
西
牛
郎
の
天
理
教
学
研
究
─
天
理

教
教
理
史
研
究
の
一
齣
」『
天
理
大
学
学
報
』
一
〇
二
号
、
一
九
七
六
年
、
参
照
。

₂₀ 

岡
本
真
希
子
「
植
民
地
在
住
者
の
政
治
参
加
を
め
ぐ
る
相
剋
─
「
台
湾
同
化
会
」
事
件
を
中
心
と
し
て
」『
社
会
科
学
』
四
〇
巻
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、

参
照
。

₂₁ 

例
え
ば
水
谷
仁
海
『
新
仏
教
』（
一
八
八
八
年
七
月
）。

₂₂ 

『
紫
溟
新
報
』
一
一
三
八
（
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
七
月
二
七
日
）
〜
一
一
五
一
（
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
八
月
一
一
日
）。
途
中
一
一
四
一
、

一
一
四
三
号
は
欠
。

₂₃ 

以
下
「
宗
教
及
道
義
」
の
引
用
は
『
仏
教
演
説
雄
辯
集
、
第
二
篇
、
初
版
』（
一
八
八
六
年
）
よ
り
。

₂₄ 

中
西
自
身
は
「
比
較
神
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
比
較
宗
教com

parative religion

に
あ
た
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、「
比

較
神
学
に
至
り
て
は
今
日
猶
ほ
其
幼
稚
の
日
な
る
を
以
て
其
将
来
の
生
長
は
当
さ
に
思
想
家
学
術
家
の
想
像
す
る
所
な
る
べ
し
」（
一
一
六
頁
）
と
述
べ

て
お
り
、
比
較
宗
教
が
同
時
代
に
お
け
る
新
興
学
問
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

₂₅ 

西
洋
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
潮
流
と
し
て
、
コ
ン
ト
、
ミ
ル
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
ル
ナ
ン
、
バ
ッ
ク
ル
、
ド
レ
イ
パ
ー
等
の
名
前
を
挙
げ
、「
如

比
科
学
に
反
対
し
如
比
道
理
に
反
対
す
る
の
宗
教
豈
に
以
て
久
く
開
明
人
種
の
信
向
を
維
持
す
る
に
足
る
べ
け
ん
や
」
と
す
る
（
一
三
八
頁
）。

₂₆ 

「
耶
蘇
教
は
遂
に
哲
学
に
其
信
向
の
権
威
を
譲
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
也
」（
一
四
〇
頁
）。

₂₇ 

ス
ピ
ノ
ザ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
、
ゲ
ー
テ
ら
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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₂₈ 

仏
教
改
良
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
弊
習
を
洗
滌
し
卑
見
を
蟬
脱
し
奮
発
興
起
し
て
以
て
其
教
を
拡
張
し
目
覚
し
き
活
発
の
挙
動
を
な
し
て
従
来
世
人
の
耳

目
を
一
変
す
る
こ
と
」（
一
三
三
頁
）
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

₂₉ 
例
え
ば
大
内
青
巒
編
『
仏
教
大
意
』（
一
八
八
四
年
）
は
、
あ
く
ま
で
方
便
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
三
世
因
果
・
十
界
依
正
・
十
善
戒
法
・
禅
定
要
機
・

念
仏
往
生
・
現
世
祈
禱
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

₃₀ 

「
方
今
彼
の
セ
イ
ロ
ン
島
に
於
て
オ
ル
コ
ッ
ト
氏
か
発
起
な
る
神
智
学
社
の
設
立
は
日
を
経
る
猶
ほ
浅
し
と
雖
も
其
熱
心
と
奮
励
と
は
頗
る
望
を
将
来

に
属
す
へ
き
あ
り
我
邦
仏
教
社
会
に
し
て
之
れ
と
交
通
を
開
き
声
気
を
通
し
以
て
布
教
の
大
計
を
な
さ
ゞ
る
は
何
そ
や
」（
一
四
五
〜
六
頁
）。

₃₁ 

「
聖
賢
、
神
仏
、
預
言
者
、
救
世
主
、
其
他
人
間
が
創
造
し
て
尋
常
人
間
の
能
力
に
超
絶
し
た
る
も
の
が
、
人
間
智
力
の
迚
も
討
究
し
能
は
ざ
る
所
を
顕

は
し
、
其
永
遠
無
窮
の
命
運
を
示
す
も
の
」（『
宗
教
革
命
論
』
二
頁
）。
以
下
頁
数
の
み
記
す
。

₃₂ 

「
無
限
心
意
の
目
的
を
示
め
し
人
性
を
開
発
せ
し
め
て
、
無
限
心
意
と
一
体
な
ら
し
む
る
道
を
説
く
に
至
り
て
は
、
正
さ
に
是
れ
仏
教
の
顕
示
教
た
る

所
以
に
し
て
、
仏
教
の
適
当
に
宗
教
た
る
所
以
は
蓋
し
こ
こ
に
あ
る
可
し
」（
五
〇
〜
五
一
頁
）。

₃₃ 

「
仏
教
に
し
て
自
然
教
た
る
に
過
ぎ
ず
と
せ
ば
、
亦
た
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ル
丶マ
マ

ー
諸
氏
が
建
設
し
た
る
哲
学
と
、
毫
も
其
異
な
る
を
見
ざ
る
可
し
」（
五

〇
頁
）
と
し
、
ま
た
「﹇
仏
教
は
﹈
凡
神
教
を
以
て
基
礎
と
す
る
の
顕
示
教
な
り
」（
五
一
頁
）
と
さ
れ
る
。

₃₄ 

中
西
は
井
上
円
了
と
知
遇
を
得
て
い
た
が
、
見
解
が
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
特
に
近
頃
世
に
著
名
な
る
仏
教
活
論
は
其
卓
見
往
々
余

を
し
て
感
服
せ
し
む
る
に
足
り
、
且
つ
該
著
者
﹇
井
上
円
了
﹈
は
予
が
畏
敬
す
る
所
な
り
と
雖
も
、
其
仏
教
を
論
ず
る
に
至
り
て
は
余
が
所
見
と
或
は

吻
合
せ
ず
」（
三
〜
四
頁
）。

₃₅ 
above

の
誤
り
か
。

₃₆ 

こ
れ
は
現
代
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
何
の
新
味
も
な
い
主
張
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
の
よ
う
な
「
宗
教
」
に
関
わ
る
認
識
枠
組
が
一

般
化
し
た
結
果
と
い
う
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
」
概
念
の
歴
史
的
な
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
一
定
の
研
究
蓄

積
が
あ
る
。
例
え
ば
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
譜
─
宗
教
・
国
家
・
神
道
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
星
野
、
前
掲
書
、

Jason A
nanda Josephson, Ｔ

ʰｅ　ɪｎｖｅｎｔｉｏｎ　ｏｆ　ʀ
ｅˡｉɡｉｏｎ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ, U

niversity of Chicago Press, ₂₀₁₂

、
な
ど
。

₃₇ 

「
調
和
論
」
以
外
『
清
沢
満
之
全
集
』
に
未
収
録
で
あ
る
。
な
お
「
調
和
論
」
に
つ
い
て
、『
経
世
博
議
』
上
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従

来
執
筆
時
期
と
さ
れ
て
い
た
一
八
九
五
年
一
月
か
ら
三
年
程
初
出
時
期
が
遡
る
旨
、
西
本
祐
攝
氏
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。
な
お
、『
経
世
博
議
』
は
科
研

若
手
（
Ｂ
）「
中
西
牛
郎
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号　

₂₁₇₂₀₀₂₃

）
の
助
成
を
受
け
て
誌
面
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
。
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
星

野
ま
で
ご
連
絡
頂
き
た
い
（hoshino.seiji@

kokugakuin.ac.jp

）。



「新仏教」のゆくえ

68

₃₈ 

例
え
ば
池
田
英
俊
『
明
治
の
仏
教
』
評
論
社
、
一
九
七
六
年
。

₃₉ 

仏
教
演
説
に
つ
い
て
は
星
野
、
前
掲
書
、
第
四
章
、
参
照
。

₄₀ 

こ
の
論
理
の
信
憑
性
は
、
西
洋
に
お
け
る
思
想
的
・
宗
教
的
動
向
、
と
り
わ
け
神
智
学
へ
の
言
及
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
面
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が

単
に
中
西
の
個
人
的
な
見
解
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
西
直
樹
・
吉
永
進
一
『
仏
教
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
源
流
─
海
外
宣
教
会
（
１

８
８
８
年
〜
１
８
９
３
年
）
の
光
と
影
』
三
人
社
、
二
〇
一
五
年
、
参
照
。

₄₁ 

中
西
牛
郎
個
人
の
思
想
に
関
す
る
別
の
論
点
と
し
て
、
中
西
の
「
信
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
西
は
一
八
九
〇
年
前
後
に
宗
教
に

お
け
る
「
信
仰
」
の
重
要
性
を
説
い
て
、
仏
教
を
「
哲
理
」
と
し
て
の
み
捉
え
る
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、
そ
の
「
信
仰
」
へ
の
着
目
は
時
期
的
に
早

い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
信
仰
」
は
や
は
り
時
代
的
な
刻
印
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
端
的
に
い
え
ば
そ
れ
は
理
性
の
範
疇
に
留
ま
り
、
か

つ
実
存
的
な
面
を
欠
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
過
渡
期
的
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
後
に
清
沢
満
之
は
中
西
の
議

論
を
回
顧
し
て
「
所
謂
哲
学
上
の
問
題
に
よ
り
て
宗
教
の
価
値
を
定
め
様
と
す
る
こ
と
」
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
（
清
沢
満
之
「
精
神
主

義
（
明
治
三
四
年
講
話
）」『
清
沢
満
之
全
集
』
六
、
参
照
）。
な
お
、
こ
の
時
期
の
「
信
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
前
検
討
し
た
（
星
野
靖
二
「
清
沢
満

之
の
「
信
」
─
同
時
代
的
視
点
か
ら
」
山
本
伸
裕
・
碧
海
寿
広
編
『
清
沢
満
之
と
近
代
日
本
』
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
、
参
照
）。

₄₂ 

大
谷
、
前
掲
書
、
参
照
。

₄₃ 

こ
の
時
期
の
中
西
の
「
宗
教
」
論
は
、
い
わ
ば
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
二
者
関
係
か
ら
、「
宗
教
」
と
い
う
よ
り
上
位
の
概
念
を
含
む
三
者
関
係
へ
と
議

論
の
場
そ
の
も
の
を
移
し
替
え
る
試
み
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
国
家
形
成
に
際
し
て
「
宗
教
」
そ
の
も
の
の
位
置
付
け
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
明
治
の
日
本
の
時
代
状
況
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
検
討
も
今
後
の
課
題
に
含
め
て
お
き
た

い
。


